
9 Monthly TOBU

　

東
武
東
上
線
を
走
る
電
車
の
行
先
は
「
元
町
・
中
華
街
」。
こ
の
春
か
ら
東

上
線
は
、
東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
を
経
由
し
て
東
急
東
横
線
、
横
浜
高
速
鉄
道

み
な
と
み
ら
い
線
と
の
相
互
直
通
運
転
を
開
始
。
森
林
公
園
や
川
越
、
志
木
な

ど
の
東
上
線
か
ら
電
車
に
乗
れ
ば
、
乗
り
換
え
な
し
で
自
由
が
丘
や
横
浜
、
元

町
・
中
華
街
ま
で
出
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
１
都
２
県
に
ま
た

が
る
首
都
圏
の
新
し
い
動
脈
に
進
化
し
た
東
武
東
上
線
か
ら
電
車
に
乗
っ
て
、

横
浜
〜
元
町
・
中
華
街
を
訪
れ
ま
し
た
。

横
浜
〜
元
町
・
中
華
街（ 　
　

）

よ
こ
は
ま
〜
も
と
ま

ち
・
ち
ゅ
う
か
が
い
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元
町
・
中
華
街
駅
の
周
辺
は
、
横
浜
港
の
歴
史
を
い
ま

に
伝
え
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

山
手
は
幕
末
の
開
港
時
か
ら
外
国
人
居
留
地
と
し
て
発

展
。
現
在
で
も
洋
館
が
あ
ち
こ
ち
に
点
在
し
、
異
国
情
緒

あ
ふ
れ
る
街
並
と
な
っ
て
い
ま
す
。
港
の
見
え
る
丘
公
園

に
は
昭
和
12
年
建
築
の
横
浜
市
イ
ギ
リ
ス
館
が
保
存
さ
れ
、

旧
フ
ラ
ン
ス
領
事
館
の
遺
構
も
見
学
で
き
ま
す
。
ま
た
公

園
内
の
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
で
は
色
と
り
ど
り
の
バ
ラ
が
見

頃
。
展
望
台
か
ら
は
眼
下
に
横
浜
港
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
広

が
り
ま
す
。

　

山
手
か
ら
港
へ
下
っ
て
い
く
と
山
下
公
園
。
関
東
大
震

災
の
瓦
礫
を
埋
め
立
て
て
、
昭
和
５
年
に
開
園
し
た
日
本

初
の
臨
海
公
園
で
す
。
目
の
前
の
波
止
場
に
は
横
浜
港
の

シ
ン
ボ
ル
・
日
本
郵
船
氷
川
丸
。
ア
ー
ル
デ
コ
様
式
の
豪

華
な
船
内
を
見
学
で
き
ま
す
。
ま
た
、
同
公
園
に
は
赤
い

靴
は
い
て
た
女
の
子
像
や
か
も
め
の
水
兵
さ
ん
の
歌
碑
な

ど
、横
浜
港
に
縁
が
深
い
記
念
碑
や
オ
ブ
ジ
ェ
が
あ
り
ま
す
。

　

港
か
ら
踵
を
返
し
て
元
町
に
向
か
い
ま
す
。
山
手
の
下

に
広
が
る
元
町
は
、
居
留
外
国
人
の
た
め
の
商
店
街
と
し

て
発
展
。
そ
の
洗
練
さ
れ
た
お
洒
落
な
雰
囲
気
は
い
ま
も

健
在
で
、
美
し
い
石
畳
が
続
く
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ス
ト
リ
ー

ト
に
は
ホ
ン
モ
ノ
に
こ
だ
わ
る
店
が
軒
を
連
ね
ま
す
。

　

元
町
と
は
大
通
り
を
挟
ん
で
隣
接
す
る
中
華
街
は
、
や

は
り
横
浜
開
港
で
来
日
し
た
華
僑
が
築
い
た
チ
ャ
イ
ナ
タ

ウ
ン
。
い
ま
も
３
世
、
４
世
の
人
た
ち
が
中
華
料
理
や
中

国
雑
貨
店
な
ど
伝
統
の
味
と
文
化
を
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

街
全
体
が
チ
ャ
イ
ナ
レ
ッ
ド
で
あ
ふ
れ
、
よ
く
見
る
と
通

り
の
電
柱
さ
え
も
真
っ
赤
。
そ
ん
な
ス
パ
イ
シ
ー
な
街
並

を
歩
く
だ
け
で
も
元
気
に
な
り
ま
す
。

横
浜
開
港
の
歴
史
を
伝
え
る

元
町
・
中
華
街
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ベ
イ
エ
リ
ア
の
最
先
端
都
市
・
み
な
と
み
ら
い
に
は
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
カ
ッ

プ
ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
正
式
名
称
＝
安
藤
百も

も

福ふ
く

発

明
記
念
館
）。
日
清
食
品
の
創
業
者
・
安
藤
百
福
氏
は
イ

ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
を
発
明
し
た
人
物
で
、
こ
こ
は
彼

の
創
造
的
思
考
を
知
り
、
発
明
・
発
見
の
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ

体
験
型
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
す
。

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ　

ボ
ッ
ク
ス
」
は
、
安

藤
氏
の
創
造
的
思
考
を
６
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
紹
介
し
、

遊
び
な
が
ら
、
楽
し
み
な
が
ら
、
驚
き
な
が
ら
体
感
す
る

空
間
。ま
た
、自
分
だ
け
の
好
み
の
カ
ッ
プ
麺
を
作
る「
マ

イ
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
や
、
粉
か
ら
手
作

り
す
る
「
チ
キ
ン
ラ
ー
メ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
（
要
予
約
）」

も
人
気
で
す
。

　

原
鉄
道
模
型
博
物
館
も
注
目
の
的
。
こ
こ
は
鉄
道
模
型

製
作
者
・
収
集
家
の
第
一
人
者
・
原
信
太
郎
氏
の
膨
大
で

希
少
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
一
般
公
開
し
た
施
設
で
す
。

　

鉄
道
が
著
し
い
発
展
を
遂
げ
た
時
代
の
日
本
・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
世
界
中
の
鉄
道
車
輛

の
模
型
を
展
示
。
そ
の
造
形
の
美
し
さ
に
息
を
呑
み
ま
す
。

圧
巻
な
の
は
、
１
番
ゲ
ー
ジ
（
縮
尺
約
１
／
32
）
の
鉄
道

模
型
が
走
行
す
る
世
界
最
大
級
の
室
内
ジ
オ
ラ
マ
。
こ
こ

で
は
ホ
ン
モ
ノ
の
鉄
道
と
同
じ
く
架
線
か
ら
電
気
を
取
り
、

鉄
の
レ
ー
ル
を
鉄
の
車
輪
で
走
る
と
い
う
こ
だ
わ
り
で
、

走
行
音
も
ホ
ン
モ
ノ
と
同
じ
で
圧
倒
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
横
浜
の
開
港
記
念
日
を
祝
う
横
浜
開
港
祭
が
、

み
な
と
み
ら
い
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
（
６
／
８・
９
）。

港
を
光
と
音
と
花
火
で
彩
る
「
ビ
ー
ム
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
in

ハ
ー
バ
ー
」
な
ど
、
多
彩
な
催
し
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

み
な
と
み
ら
い
で
注
目
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
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横浜～元町・中華街データファイル
〈カップヌードルミュージアム（安藤百福発明記念
館）〉・・●交通＝みなとみらい線みなとみらい駅・
馬車道駅より各徒歩８分　●開館時間＝10：00～
18：00（入館は17：00まで）　●休館日＝火曜（祝
日の場合は翌日休館）、年末年始　●入館料＝大
人500円／高校生以下無料　☎総合案内ダイヤ
ル 045-345-0918 ／チキンラーメンファクトリー予
約専用ダイヤル 045-345-0825（受付時間＝10：
00～ 18：00　＊休館日を除く）
〈原鉄道模型博物館〉・・●交通＝みなとみらい線新
高島駅徒歩２分／横浜駅徒歩５分　●開館時間＝
11：00～ 18：00（最終入館17：30）　●休館日
＝火曜（祝日の場合は翌営業日に振替）、年末年始、
施設保守点検期間　●入館料＝大人1000円／中
学・高校生700円／小人（４歳以上）500円　☎
045-640-6699
〈第32回横浜開港祭2013〉・・●期間＝６月８日
(土)・９日(日)　●会場＝臨港パーク及びみなとみ
らい21地区／山下公園／新港地区／その他周辺
☎横浜開港祭実行委員会 045-212-5511
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